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インターバンクの声 （2015 年 7 月 24 日） 
 

毎週木曜日、東京時間の午後９時半（冬時間では１０時半）に米新規失業保

険申請件数の発表があり、その結果次第で時折市場も反応を見せるが、昨晩

の反応度合いは特別大きかった。この数ヵ月間、申請件数は概ね２６万台半

ばから２８万台で推移していたが、昨晩の数字は２５万５千件。この数字は、

実に４０年ぶりの低水準だったらしい。季節的調整の影響も多少あったよう

だが、企業が成長を見込んで本格的に従業員の確保に取り組んでいる証との

評価も出ていたようで、下半期の米経済の成長が引き続き見込める新たな要

因として来週以降の数字にも注目したい。ただ、指標後のドル買いが長い時

間維持できず、建設機械大手キャタピラーや事務製品大手スリーエムなど大

手企業のさえない決算を受けた株価の値下がりが原因だった。当然ながら同

時並行的に見られた米債利回りの低下もドルの上値を抑えることになった。

昨晩だけを見ても、米経済の強い部分と弱い部分が両方垣間見られ、年内の

利上げ時期の検討がなかなか付きづらい。 
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